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澄
み
切
っ
た
雲
ひ
と
つ
な
い
秋 

晴
れ
の
中
、
十
一
月
三
日
に
美
杉 

石
名
原
の
フ
ッ
ト
パ
ー
ク
美
杉
で 

白
山
消
防
署
（
長
谷
川
雄
一
署
長
） 

    
と
美
杉
消
防
団（
米
倉
義
房
団
長
） 

 
 

が
火
災
の
多
発
す
る
こ
の
時
期
を 

と
ら
え
て
林
野
火
災
の
連
携
訓
練 

を
行
い
ま
し
た
。 

 

同
管
内
は
山
林
に
囲
ま
れ
た
地 

形
か
ら
、
い
ざ
火
災
が
発
生
し
た 

場
合
、
延
焼
規
模
が
拡
大
す
る
こ 

と
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
ハ
イ
カ 

ー
な
ど
に
よ
る
登
山
者
が
多
い
こ 

と
も
あ
り
、
迅
速
・
的
確
な
消
防 

活
動
や
円
滑
な
指
揮
体
制
の
確 

立
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
実 

施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
地
域
は
、
山
林
な
ど
管
轄 

区
域
が
広
大
で
、
地
元
消
防
団
と 

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
訓
練
と
な 

 
 

り
ま
し
た
。
今
後
も
署
員
と
団
員 

が
一
丸
と
な
っ
て
、
安
全
・
安
心 

 
 

な
街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

  

              

       

十
一
月
四
日
、
西
丸
之
内
の
お
城

西
公
園
で
、
津
市
国
際
交
流
協
会
主

催
の
『
二
〇
〇
七
津
市
国
際
交
流
デ

ー 

国
際
屋
台
村
』
が
開
催
さ
れ
、

南
米
や
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
多
く
の
外

国
人
が
参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

消
防
ブ
ー
ス
で
は
、
中
消
防
署
員
が

消
火
器
の
取
り
扱
い
や
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

の
取

扱
方
法
の
指
導
な
ど
、
ま
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
普
及
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
国
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
緊
急
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
「
言
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
壁
」
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
き
な
障 

害

と

な

り
、
火
災 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
発
生
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

際
の
初
期 

対

応

が

重
要
と
な

る
こ
と
か 

ら
、消
火
器
の
取
り
扱
い
は
も
ち
ろ
ん
、

周
り
に
大
き
な
声
で｢

火
事
だ
ー｣

と
知

ら
せ
る
よ
う
に
と
通
訳
を
介
し
て
指
導

を
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
地
元
の

親
子
連
れ
も
多
数
参
加
し
、
ミ
ニ
消
防

車
や
ス
ク
ア
ー
ト
車
を
バ
ッ
ク
に
記
念

撮
影
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

   

中
河
原
の
敬
和
小
学
校
に
お 

 

い
て
十
月
二
十
八
日
に
、
敬
和 

地
区
の
第
１０
自
主
防
災
会
（
渡 

辺
千
秋
会
長
）
と
第
１１
自
主
防 

災
会
（
平
子
守
会
長
）
の
地
区 

住
民
約
百
名
が
、
地
元
の
津
消 

防
団
敬
和
分
団
（
本
橋
克
己
分 

団
長
）
の
指
導
の
も
と
、
大
地 

震
に
備
え
た
訓
練
を
行
い
ま
し 

た
。 

 

訓 

練
は
、 

水
消

火
器

や
バ

ケ
ツ

リ
レ

ー
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ど
の 

 

初
期 

消
火
訓
練
の
ほ
か
、
中
署
員
に 

よ
る
負
傷
者
の
応
急
手
当
や
搬 

送
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式 

除
細
動
器
）
の
取
扱
方
法
の
指 

導
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
市
防
災
危
機
管
理
室 

の
担
当
者
に
よ
る｢

地
震
と
津 

波｣
と
銘
打
っ
た
防
災
講
演
会 

で
は
、
参
加
し
た
住
民
も
災
害 

へ
の
危
機
感
を
感
じ
つ
つ
真
剣 

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

     
 
 
  

 

中
消
防
署
と
北
消
防
署
は
十
月
二

十
五
日
に
芸
濃
町
河
内
の
錫
杖
ヶ
岳

（
標
高
六
七
六
㍍
）
に
お
い
て
、
消

防
救
助
隊
員
二
十
一
名
に
よ
る
山
岳

救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

訓
練
で
は
、
登
山
者
の
遭
難
を
想
定

し
て
、
山
中
に
お
い
て
実
際
に
活
動
す

べ
き
急
斜
面
か
ら
の
滑
落
者
の
引
き
揚

げ
や
急
勾
配
の
登
山
道
を
安
全
に
搬
送

す
る
訓
練
を
実
施
。
ま
た
、
移
動
時
に

は
、
携
帯
無
線
機
・
携
帯
電
話
な
ど
の

通
信
感
度
調
査
や
錫
杖
ヶ
岳
の
地
形

の
把
握
、
さ
ら
に
登
山
道
周
辺
の
清

掃
活
動
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

錫
杖
ヶ
岳
で
は
、
数
年
前
に
登
山

者
が
道
に
迷
っ
て
一
夜
を
山
中
で
明

か
し
た
と
い
う
遭
難
事
例
も
あ
り
、

い
つ
こ
の
よ
う
な
山
岳
遭
難
事
故
が

発
生
し
て
も
、
迅
速
に
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
全
隊
員
は
真
剣
な
表
情
で

取
り
組
み
ま
し
た
。 

   

 美美美杉杉杉消消消防防防団団団ととと連連連携携携しししててて林林林野野野火火火災災災訓訓訓練練練ををを実実実施施施   白白白山山山消消消防防防署署署   

津津津
市市市
国国国
際際際
交交交
流流流
デデデ
ーーー
ででで   

   
   

防防防
火火火
防防防
災災災
意意意
識識識
ををを
啓啓啓
発発発   

 
美杉分署隊のタンク車から一線の補水 

を得る美杉消防団第４分団（左前方） 

２００７ 

 

敬敬敬和和和地地地区区区ののの自自自主主主防防防災災災会会会ががが   大大大地地地震震震ににに備備備えええ   行行行動動動要要要領領領ををを再再再確確確認認認！！！   

 地地地域域域住住住民民民ににによよよるるるバババケケケツツツリリリレレレーーー   

水水水消消消火火火器器器ののの取取取りりり扱扱扱いいいををを   

体体体験験験すすするるる在在在住住住外外外国国国人人人   

 

楽楽楽
ししし
いいい
登登登
山山山
ははは
無無無
事事事
故故故
かかか
ららら
！！！   

   
   

山山山
岳岳岳
救救救
助助助
訓訓訓
練練練
ををを
実実実
施施施   

中中
消消
防防
署署
・・北北
消消
防防
署署  

 

 
ババススケケッットト担担架架にによよるる  

滑滑落落者者のの搬搬送送訓訓練練  


